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分野Ⅰ　「教育首都つる」を目指したまちづくり　～人・まち・自然と学ぶライフアクションつる～

　本市は、保育園・幼稚園から大学院まですべての教育機関が
整っており、文化施設や体育施設など教育インフラも充実して
います。また、平成25年４月には、県立産業技術短期大学校も
開学予定であり、これまで以上に大学の魅力を高めて学生人口
の拡大に努めるほか、教育機関同士の連携を強化し、生きる力
や個性を育み、地域で活躍できる人材の育成に努めます。

○学生人口拡大を目指した、大学を中心としたエリアの整備 
○魅力ある大学づくり　 
○安心して学ぶことができる教育環境の整備 
○個性を育む学校教育の推進 
○地域社会で活躍する人材の育成 
○文化・芸術活動の推進

分野Ⅱ　個性あふれる地域産業を育むまちづくり　～人・まち・自然がげんきメイクアクションつる～

　今後の人口減少を食い止めるため、定住促進対策を新たに盛
り込みました。また、今年夏の中央道都留インターのフルイン
ター化など、産業活性化のさらなる基盤整備を進める中で、地
域資源を活用した交流産業や農林業の活性化、地場産業の振興
などを通じて、新たな雇用の確保により一層力を入れます。

○定住人口対策の実施 
○交流産業（ビジターインダストリー）の振興 
○農林業の生産・生活基盤づくり 
○拠点地区の整備 
○企業誘致と雇用の確保 
○21 人企業育成プロジェクトによる地場産業の振興

分野Ⅲ　人と自然が共生する環境のまちづくり　～人・まち・自然にやさしいグリーンアクションつる～

　本市の豊かな「里地・里山・里水」を後世にまで引き継ぐこと
ができるよう、様々な調査や啓発活動を実施します。また、こ
うした自然環境を地域資源として積極的に活用し、健康的で環
境の持続性を大切にする市民のライフスタイルを確立する中
で、環境をテーマとする地域産業の振興につなげていく「エコ
ロジカル・バランスタウン」に向けた取り組みを推進します。

○環境の保全 
○安全で安定した上水道の整備 
○「エコロジカル・バランスタウン」の実現に向けた自然エネル
ギーの普及・啓発

分野Ⅳ　あらゆる主体が参画し、協働するまちづくり　～人・まち・自然をむすぶコラボレイトアクションつる～

　自助・共助・公助の理念に基づき、市民のだれもがまちづく
りの主役となり、自身の能力を存分に発揮してまちづくりの活
動ができるよう、協働のまちづくりを推進します。また、「都
留市自治基本条例」の普及啓発に、より力を入れ、市民自治の
実現を目指します。

○地域協働のまちづくりの推進 
○人権の尊重とその意識づくり 
○市民活動支援センターの充実

分野Ⅴ　健康ではつらつと暮らせるまちづくり　～人・まち・自然がいきいきウェルネスアクションつる～

　すべての市民が、健康ではつらつと暮らせる環境の中で、自
分らしく生きることができるよう、今後も引き続き、疾病や認
知症の予防や、いきいきと健康づくりができる環境づくりなど
に力を入れます。

○疾病予防活動の充実 
○鶴寿のまち健康づくり支援 
○スポーツに親しむ環境の整備 
○高齢者保健福祉計画の推進 
○市立病院の充実

分野Ⅵ　人権を尊重し、互いに支えあう福祉のまちづくり　～人・まち・自然とふれあいケアアクションつる～

　子どもから高齢者など、すべての市民の人権が尊重され、み
んなで助け合い、支え合いながら共に暮らすことができるよ
う、また、様々な機関と連携・協力し合いながら、社会福祉シ
ステムの充実に力を入れていきます。特に、地域の足となる生
活交通システムの確立のための取り組みを強化します。

○生活交通システムの確保 
○地域における子育て支援の充実

分野Ⅶ　安全・安心に暮らせるまちづくり　～人・まち・自然とやすらぐセイフティアクションつる～

　誰もが個人の特性の違いにかかわらず、安心して暮らせるま
ちを市民との協働で実現できるよう、必要な仕組みやネット
ワークなどを構築します。また、より災害に強いまちにするた
め、防災体制の整備に力を入れます。

○防災施設・設備の整備促進 
○地域防災機能の強化

分野Ⅷ　行財政改革の推進　～人・まち・自然がかしこいスマートアクションつる～

　簡素で効率的、効果的な行財政経営を推進するため、事務事
業の見直しや安定的な財源の確保に努めます。同時に、質の高
い市民サービスを提供できるよう、職員の定員管理や人材力の
醸成に、より一層力を入れます。

○安定的な財源の確保 
○職員の定員管理の適正化と人材力の醸成
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12月

長期総合計画見直し
プロジェクトチームの設置

■若手職員を中心とする16名
　の庁舎内組織
プロジェクトチーム会議
６月25日から計６回開催

平成22年度

平成
18～21年度

第５次長期総合計画前期基本計画
毎年度：行政評価の実施
　　　　重点施策の策定・評価・公表

後期基本計画素案作成

審議会からの答申

平成23年度 後期基本計画スタート４月

総合計画審議会設置
（民間団体の代表者、学識者、一般公募
の委員など18名で構成）

1月31日から計３回開催

後期基本計画案作成

■計画の策定における市民参画

９月２日実施

市内に居住する16歳以上の方から
2,500名を無作為に抽出し、調査票を
郵送配布、無記名による郵送回収

１月４日～21日

素案について意見を広く募集
（提出意見10件）

２月３日～16日

市内全７地域を対象に計５回開催
（参加者のべ194名）

各推進会の役員による連絡会に
おいての意見交換（計３回開催）

後期基本計画素案を修正

後期基本計画策定

１月

２月

市民意識調査

地域協働のまちづくり推進会
連絡会における意見交換

パブリック・コメント

未来を拓く都留
まちづくり会議

審議会への諮問

第５次都留市
長期総合計画
「後期基本計画」
スタート !!

　本市では、21世紀においても光り輝く都市とするため
の礎を築く羅針盤として、平成18年度から 27年度まで
の 10年を計画期間とする「第５次都留市長期総合計画」を
策定し、目指すべき将来像、「スマートシティ都留」を実
現するため、「前期基本計画」に基づき、平成18年度から
市民と行政の協働によりまちづくりを進めてきました。
　この前期基本計画が平成22年度をもって終了すること
から、平成23年度から平成27年度までの５年間を計画期
間とする後期基本計画を策定し、４月からスタートします。
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基本構想（平成18 ～ 27 年度）

前期基本計画
（平成18 ～ 22 年度）

後期基本計画
（平成23～ 27年度）
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■長期総合計画の概要

将来像

第５次都留市長期総合計画の基本構想

「教育首都つる」を目指したまちづくり
個性あふれる地域産業を育むまちづくり
人と自然が共生する環境のまちづくり
あらゆる主体が参画し、協働するまちづくり
健康ではつらつと暮らせるまちづくり
人権を尊重し、互いに支え合う福祉のまちづくり
安全・安心に暮らせるまちづくり
行財政改革の推進
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基本構想は、目指
すべき将来像と３
つの柱、そして、
８つのまちづくり
の方向から構成さ
れています。この
将来像を達成する
ために、５年間で
取り組む基本計画
を策定します。

分野別計画・地域別計画

※「後期基本計画」及び「平成23 年度重点施策」の詳細については、市ホームページをご覧ください。

H23 年度に重点的に行う施策

分野別に見る後期基本計画のポイントと平成23 年度重点施策

後期基本計画のポイント

　後期基本計画は、分野別計画と地域別計画からなり、この分野別計画は、政策・施策・主要事業によって段階的に
構成されています。ここでは、分野ごとの後期基本計画のポイントと、23年度に重点的に行う施策を紹介します。


